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新 技 術 の

名 称 

電子レベル自動沈下計測システム【グランドサ

ーフェス】 

本概要書

作 成 日

平成 25 年 9 月 19 日 

副 題 オートフォーカス式電子レベルと自動制御回

転台により、地表や既設構造物の沈下・隆起を

自動計測します。 

開発年度 平成 23 年度 

区 分 １.工法  ２.材料 

３.機械  ４.製品 

５.その他 

工 種 分 類

(２件まで

記 入 可 )

工種番号 工種分類 備 考 

30 測量技術  

開 発 会 社

(機関名 ) 

計測ネットサービス株式会社 

問 合 先 会 社 名 計測ネットサービス株

式会社 

担 当

部 署

技術部 

住 所 東京都北区東田端 2-1-3 天宮ビル ６F 

 

担 当 者 

氏 名 

土屋 潤一 Ｔ Ｅ Ｌ 03-6807-6439 

Ｆ Ａ Ｘ 03-6807-6465 関連する

Ｕ Ｒ Ｌ

http://www.keisokunet.com 

開 発 の 趣

旨 ・ 目 的 

電子レベルと自動制御回転台を組み合わせることで、パソコンと接続し遠隔制御によ

り自動レベル観測が行えます。 

技 術 の 

概 要 ・電子レベルと自動制御回転台により、自動で沈下(隆起)測量を行います。 

・測点には安価なバーコードスタッフを設置するのみで OK。 

・測定データは遠隔地管理所へ伝送され、リアルタイムに沈下（隆起） 

情報を確認できます。 

・警報発令システムとリンクする事により、許容値を超えた時に警報を発令します。 

 ※夜間の測定する場合は、バーコードスタッフに照明をあてる必要があります。 
 

適 用 範 囲

( 条 件 ) 

・バーコードスタッフが暗く見えにくい場合は、照明が必要。 

特 徴 
(メリット・デ

メ リ ッ ト ) 

＜メリット＞ 

・測定データは無線 LAN 等により遠隔地管理所へ伝送され、リアルタイムに情報を閲

覧できます。 

・警報発令システムとリンクする事で、許容値を超えた際には警報を発令します。 

＜デメリット＞ 

・3次元変位計測ではなく、沈下（隆起）だけの変位計測である。 



説 明 図 

構 造 図 

特 許 １.取得済(  ) ２.公開中(   ) ３.出願中 ４.出願予定 ５.無 

実 用 新 案 １.登録済(   ) ２.出願中(   ) ３.出願予定 ４.無 
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選 択 ①農業生産性向上 ②高付加価値農業 ③生活環境 ④自然環境 ⑤景観保全 

⑥生態系保全 ⑦国土保全 ⑧コスト縮減 ⑨施設管理 ⑩施工作業効率 ⑪施工精度 

⑫長寿命化 ⑬機能診断 ⑭予防保全 ⑮補修工法 ⑯災害復旧 ⑰安全性向上 ⑱その他 

⑱ そ

の 他 

変位計測   

発 表 文 献 なし 

農業農村整備事業における施工実績(最新１０件まで) 

事業名 事業主体(農政局、 

都道府県名等) 

工事名 施工年度 備考 

－ － － － － 

農業農村整備事業以外の施工実績(最新１０件まで) 

発注者 施工年度 工事名 

建設会社 平成 23 年度 薬液注入時水路管挙動計測 

建設会社 平成 25 年度 ビル地上解体工事におけるｼﾞｬｯｷﾀﾞｳﾝに伴

う柱測定 

 

 

 


